










要約 先天性副腎過形成症の新生児マス・スクリーニングの全国実施に先立って,昭和 56

年 5 月より一部地域で pilot study を行ない 7年間に 5名の患児が発見された。発見され

た患児について最年長児を含む 2 例の成長,発達,臨床経過,治療について検討した。症例

1 は 8 歳 2 ヵ月の男児。発見時は低 Na,高 K 血症を示し塩喪失型であったが急性発症前に

発見されたため経過良好で身長,体重は肥満傾向であるがほぼ標準で骨年令は 5 歳と骨成

熟促進も認めない。症例 2 は 6 歳 5 ヵ月の女児。外性器異常を認めたが,経過は良好で身

長,体重ともにほほ標準で,骨年令も歴年令相当と骨成熟促進も認めない。


